
 

報告第１９号 
 
 

   令 和 ４ 年 度 小田 原 市 下 水 道事 業 会 計 予 算 
   繰 越 計 算 書 の 報 告 に つ い て 
 
 
 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第２６条第３項の規定により、  
小田原市下水道事業会計予算繰越計算書を次のとおり報告する。 
 
 
 
  令和 ５ 年 ５ 月１８日提出 
 

 小田原市長 守 屋 輝 彦 
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地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

公 共 下 水 道 第 ２ 工 区 工 事 及 び
公 共 下 水 道 整 備 第 ９ 工 区 工 事

49,240,000 49,240,000

公 共 下 水 道 雨 水 渠 第 １ 工 区 工 事 45,388,000 45,388,000

西 部 第 一 号 汚 水 幹 線
地 震 対 策 工 事 （ そ の ２ ）

106,552,000 106,552,000

公 共 下 水 道 地 震 対 策 工 事 （ そ の ４ ） 108,667,000 108,667,000

公 共 下 水 道 地 震 対 策 工 事 （ そ の ５ ） 85,750,000 85,750,000

公 共 下 水 道 地 震 対 策 工 事 （ そ の ６ ） 110,603,000 110,603,000

公 共 下 水 道 地 震 対 策 工 事 （ そ の ７ ） 83,362,000 83,362,000

早 川 中 継 ポ ン プ 場
汚 水 ポ ン プ 等 改 修 工 事

97,900,000 97,900,000

前 川 ３ 号 マ ン ホ ー ル ポ ン プ
制 御 盤 等 改 修 工 事

45,980,000 45,980,000

早 川 中 継 ポ ン プ 場 電 源 装 置 改 修 工 事 363,000 363,000

733,805,000 733,805,000

1 資本的支出 1 建設改良費

計

予算計上額事 業 名

令　和　４　年　度　小　田　原　市　下　水　道

翌 年 度
繰 越 額

項款
支 払 義 務
発 生 額
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（単位　円）

企 業 債 国庫補助金
損 益 勘 定
留 保 資 金

18,300,000 18,389,918 12,550,082

　本工事は、汚水管渠整備工事であります
が、湧水対策に不測の日数を要したため、
年度内の完成が不可能となったものであり
ます。

22,500,000 22,524,382 363,618

　本工事は、雨水管渠整備工事であります
が、湧水対策に不測の日数を要したため、
年度内の完成が不可能となったものであり
ます。

44,300,000 44,396,550 17,855,450

　本工事は、汚水管渠の耐震化を図る工事
でありますが、関係機関との協議に不測の
日数を要したため、年度内の完成が不可能
となったものであります。

45,200,000 45,213,000 18,254,000

　本工事は、汚水管渠の耐震化を図る工事
でありますが、関係機関との協議に不測の
日数を要したため、年度内の完成が不可能
となったものであります。

28,700,000 28,784,800 28,265,200

　本工事は、汚水管渠の耐震化を図る工事
でありますが、関係機関との協議に不測の
日数を要したため、年度内の完成が不可能
となったものであります。

46,000,000 46,084,500 18,518,500

　本工事は、汚水管渠の耐震化を図る工事
でありますが、関係機関との協議に不測の
日数を要したため、年度内の完成が不可能
となったものであります。

34,700,000 34,734,150 13,927,850

　本工事は、汚水管渠の耐震化を図る工事
でありますが、関係機関との協議に不測の
日数を要したため、年度内の完成が不可能
となったものであります。

48,900,000 48,950,000 50,000

　本工事は、下水道施設の耐水化を図る工
事でありますが、汚水ポンプの調達に不測
の日数を要したため、年度内の完成が不可
能となったものであります。

22,900,000 22,990,000 90,000

　本工事は、下水道施設の長寿命化を図る
工事でありますが、通信装置の調達に不測
の日数を要したため、年度内の完成が不可
能となったものであります。

300,000 63,000

　本工事は、下水道施設の長寿命化を図る
工事でありますが、電源装置の調達に不測
の日数を要したため、年度内の完成が不可
能となったものであります。

311,800,000 312,067,300 109,937,700

不  用  額

左 の 財 源 内 訳

説     明

事　業　会　計　予　算　繰　越　計　算　書

翌年度繰越額に
係る繰越を要する
た な 卸 資 産 の
購 入 限 度 額
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事　　業　　名 公共下水道第２工区工事及び 公共下水道整備第９工区工事

（款）１  

（項）１  49,240,000 49,240,000

（目）１

49,240,000 49,240,000

事　　業　　名 公共下水道雨水渠第１工区工事

（款）１  

（項）１  45,388,000 45,388,000

（目）１

45,388,000 45,388,000

事　　業　　名 西部第一号汚水幹線 地震対策工事（その２）

（款）１  

（項）１  106,552,000 106,552,000

（目）２

106,552,000 106,552,000

支 払 義 務
発 生 額

翌年度繰越額

計

資 本 的 支 出

工　事　請　負　費

予 算 計 上 額

管 路 建 設 費

計

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

　　　　建　設　改　良　費

科　　　　　目

工　事　請　負　費

節

予 算 計 上 額
支 払 義 務
発 生 額

翌年度繰越額

計

管 路 改 良 費

科　　　　　目 節 予 算 計 上 額
支 払 義 務
発 生 額

建 設 改 良 費

翌年度繰越額

資 本 的 支 出

工　事　請　負　費建 設 改 良 費

管 路 建 設 費

科　　　　　目 節
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資　料

（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

18,300,000 18,389,918 12,550,082

18,300,000 18,389,918 12,550,082

（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

22,500,000 22,524,382 363,618

22,500,000 22,524,382 363,618

（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

44,300,000 44,396,550 17,855,450

44,300,000 44,396,550 17,855,450

翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額

翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額

財 源 内 訳
不　用　額

　繰　越　調　書

財 源 内 訳
不　用　額

財 源 内 訳
不　用　額

翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額
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事　　業　　名 公共下水道地震対策工事（その４）

（款）１  

（項）１  108,667,000 108,667,000

（目）２

108,667,000 108,667,000

事　　業　　名 公共下水道地震対策工事（その５）

（款）１  

（項）１  85,750,000 85,750,000

（目）２

85,750,000 85,750,000

事　　業　　名 公共下水道地震対策工事（その６）

（款）１  

（項）１  110,603,000 110,603,000

（目）２

110,603,000 110,603,000

資 本 的 支 出

工　事　請　負　費建 設 改 良 費

管 路 改 良 費

計

支 払 義 務
発 生 額

翌年度繰越額

管 路 改 良 費

科　　　　　目

計

科　　　　　目 節 予 算 計 上 額

資 本 的 支 出

工　事　請　負　費建 設 改 良 費

翌年度繰越額

資 本 的 支 出

工　事　請　負　費建 設 改 良 費

管 路 改 良 費

節 予 算 計 上 額
支 払 義 務
発 生 額

翌年度繰越額

科　　　　　目

計

節 予 算 計 上 額
支 払 義 務
発 生 額
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（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

45,200,000 45,213,000 18,254,000

45,200,000 45,213,000 18,254,000

（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

28,700,000 28,784,800 28,265,200

28,700,000 28,784,800 28,265,200

（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

46,000,000 46,084,500 18,518,500

46,000,000 46,084,500 18,518,500

財 源 内 訳

財 源 内 訳
不　用　額

翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額

不　用　額
翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額

財 源 内 訳
不　用　額

翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額
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事　　業　　名 公共下水道地震対策工事（その７）

（款）１  

（項）１  83,362,000 83,362,000

（目）２

83,362,000 83,362,000

事　　業　　名 早川中継ポンプ場 汚水ポンプ等改修工事

（款）１  

（項）１  97,900,000 97,900,000

（目）３

97,900,000 97,900,000

事　　業　　名 前川３号マンホールポンプ 制御盤等改修工事

（款）１  

（項）１  45,980,000 45,980,000

（目）３

45,980,000 45,980,000

節

工　事　請　負　費

計

支 払 義 務
発 生 額

翌年度繰越額

科　　　　　目 予 算 計 上 額

計

節

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

建 設 改 良 費

翌年度繰越額

支 払 義 務
発 生 額

工　事　請　負　費

資 本 的 支 出

科　　　　　目 予 算 計 上 額 翌年度繰越額

節

管 路 改 良 費

工　事　請　負　費

計

支 払 義 務
発 生 額

資 本 的 支 出

ポ ン プ 場 建 設 改 良 費

建 設 改 良 費

ポ ン プ 場 建 設 改 良 費

科　　　　　目 予 算 計 上 額

- 8 -



（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

34,700,000 34,734,150 13,927,850

34,700,000 34,734,150 13,927,850

（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

48,900,000 48,950,000 50,000

48,900,000 48,950,000 50,000

（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

22,900,000 22,990,000 90,000

22,900,000 22,990,000 90,000

財 源 内 訳

不　用　額

財 源 内 訳
翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額

不　用　額
翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額

財 源 内 訳

不　用　額

翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額
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事　　業　　名 早川中継ポンプ場電源装置改修工事

（款）１  

（項）１  363,000 363,000

（目）３

363,000 363,000

翌年度繰越額

計

節 予 算 計 上 額
支 払 義 務
発 生 額

資 本 的 支 出

工　事　請　負　費建 設 改 良 費

ポ ン プ 場 建 設 改 良 費

科　　　　　目
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（単位　円）

企 業 債 国 庫 補 助 金
損 益 勘 定
留 保 資 金

300,000 63,000

300,000 63,000

不　用　額
財 源 内 訳

翌 年 度 繰 越 額 に 係 る 繰 越 を 要 す る
た な 卸 資 産 の 購 入 限 度 額
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